
公益社団法人 日本水道協会 関西地方支部

水道実務講習会（事務部門）

令和５年（2023年）11月21日（火）

水道料金の

改定について
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吹田市水道事業における
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吹田市水道事業の概要

近年における本市の料金改定

料金水準・体系の考え方

市民の理解を得るための取組

議会において多かった意見・質問

水道料金の

改定について

吹田市水道事業における
料金改定をどのように進めた？

料金改定実施後の状況

料金改定に備えて
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吹田市水道事業の概要
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人口

381,238 36.09人

国土地理院 地理院地図を加工して作成

吹田市

市域面積

@ urambtommy

@kohsaku_48
@mino_healthmanager

@mitchan313

＠sss_someee

㎢

中核市に移行
令和2年（2020年）4月から

令和4年度末時点
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給水人口

380,826
配水量

管路延長

4170.7

738.553

人

万㎥

km

配水量の
内訳

令和4年度末時点
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平成28年度
料金改定時の資料
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異形管の取替、管路の内面更生など

管路の長寿命化

維持管理を中心に進めていた

安い料金を維持しつつ

経年化管路率

全国平均：13.2％

37.0%
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近年における本市の料金改定
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令和２年

４月から

５１ .2%
値
上
げ

８

５年間料金算定期間

平均改定率

（ 2020年 ）

０１ .0%
値
上
げ

３年間料金算定期間

平均改定率平成２ 年

４月から

（ 2016年 ）



9

段階的に

０１ .0 %
値
上
げ

 

 

北部
拠点 

 

千
里
幹
線
（
企
業
団
） 

淀川 

山田 
配水場 

津雲 
配水場 

佐井寺 
配水場 

千里山 
配水場 

村野浄水場 
（企業団） 

三島浄水場 
（企業団） 

淀川 

吹田市水道部 給水車 

南部
拠点 

 

凡例 

送水管（企業団） 

送水管（吹田市） 

配水本管（吹田市） 

配水支管（吹田市） 

緊急連絡管 

40年先の
水道施設の将来像

吹田市水道施設 マスタープラン
（H25.3 策定）

目指すべき

将来像

水道施設の

更新・耐震化

の財源確保

段階的に ７１ .7 %
値
上
げ

当初提案

料金算定期間５年間

平成２ 年４月から８

19年
ぶり
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膜浸漬槽

膜ろ過する様子

水処理施設更新工事

浸水想定区域

液状化の可能性が高い地域

ポンプを使用した配水が必要

（電気事故等の影響を受けやすい）

浸水想定区域 外

液状化の可能性が低い地域

自然流下の配水が可能

（電気を使用せず配水が可能）

泉浄水所

片山浄水所

片山浄水所を

拠点施設に

地下水
が

水 源

淀 川

表流水が

水 源
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具体化した
工事

片山浄水所
水処理施設更新工事

片山浄水所・泉浄水所
連絡管布設工事
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令和２年４月から

５１ .2 %
値
上
げ

水道施設の

更新・耐震化

の財源確保

経営基盤の

強 化

平成３ 年４月からの１

料金改定見送り

自然災害の被害による

市民負担の増大を考慮

大阪

北部地震
台風

21号
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布設年度別

導・送・配水管延長
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ｋｍ

千 里
ニュータウン

の開発

経年管路
（法定耐用年数の40年を超えた管）

286 km

経年化管路率

38.8 %
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老朽化（経年化）管路状況図

経年化管路率

38.8%

286.3km

経年化管路延長
（布設後40年超え）

738.6km導・送・配水管延長

17.4㎞

20.7㎞

：基幹管路

：配水支管

13.5㎞

234.7㎞

：基幹管路

：配水支管

56.6㎞

395.6㎞

：基幹管路

：配水支管

吹田更新基準
超え

吹田更新基準
以内

老朽化管路

452.2km

健全管路延長
（布設後40年以内）

令和4年度（2022年度）末 時点
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料金改定をどのように進めた？
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どんな
スケジュール？

資産維持費
どうみたん？

議会の反応
どうやった？

何聞かれたん？

市民説明は
どうしたん？
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どんな
スケジュール？
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料金体系
算定の考え方

従量料金部分は

用途別？
口径別？

基本料金
割合は
どのくらい？

逓増制？
均一？

資産維持費
どないしよ？

公益社団法人 日本水道協会 発行

「水道料金算定要領」

「水道料金改定業務の手引き」

本市の考え方
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料金体系
算定の考え方
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料金体系
算定の考え方
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料金体系
算定の考え方

億円
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料金体系
算定の考え方

布設年度別

導・送・配水管延長
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千 里
ニュータウン

の開発

経年管路
（法定耐用年数の40年を超えた管）

286 km

経年化管路率

38.8 %
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料金体系
算定の考え方

具体化した
工事

片山浄水所
水処理施設更新工事

片山浄水所・泉浄水所
連絡管布設工事
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料金体系
算定の考え方

今後の吹田市水道事業と
料金のあり方について

（答申）
【平成26年6月】

第９次

建設改良事業と
財源のあり方について

（意見書）
【平成27年9月】

第10次

水道事業経営の
重要事項に関する
調査審議について

（答申）
【平成30年5月】

第11次

吹田市
水道事業

経営審議会

常設の

審議会です

安定的な料金収入確保に向けた

基本料金と従量料金の配分比率の見直し

受益者間の公平性を図る

逓増度の緩和と逆ザヤの解消

極端な見直しにならないように

配慮した料金設定

現状の用途別料金体系及びすべての口径において

同一の基本料金であることについて、改善すべき

大量使用者に負担をかけすぎることには問題があり、

適正な配分を十分考慮したうえで逓増度を緩和

健全な水道事業を次世代に引継ぐために必要な施設整備を見据えな

がら、また一方で地方公営企業としての不断の経営努力を重ねた

うえで、料金水準を定期的に検証し、収支バランスを欠く事態

が予測される場合など必要に応じて、適正な水準となるよう改定

すること
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用途別料金

口径別料金

料金体系
算定の考え方

平成２ 年
４月から

８

受益者の応分負担
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逓増型料金を継続

逓増度は緩和

料金体系
算定の考え方

生活者への

配慮

小口径

中口径

大口径

（φ13mm～φ25mm）

（φ30mm～φ50mm）

（φ75mm～φ250mm）

99 .0%

0.8%
0.2%

ただし、



平成9年度
（1997）

4.5 3.6 3.3 2.9

平成28年度
（2016）

平成29年度
（2017）

令和2年度
（2020）

350円

77円

逓増度

料金改定
実施年度

最高単価

最低単価

310円

86円

310円

94円

330円

115円

逓増度は緩和
一般家庭等への負担を配慮しながらも、大口使用者との料金バランスも考慮

27
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基本料金割合の変更

料金体系
算定の考え方

水需要の影響が

軽減される



例：水道施設の維持管理費、

減価償却費、支払利息等

例：浄水に係る薬品費、動力費等

使用水量に関わらず

お支払いいただく料金

使用水量に応じて

お支払いいただく料金

使用水量に対して

必要となる経費

従量料金

使用水量に関わらず

必要となる経費

従量料金で

固定費の一部を回収固定費

変動費

基本料金

従量料金

< 実際の料金設定 >

一般家庭等への

負担を考慮し、

基本料金は低く設定

29

固定費

変動費

基本料金



極端な料金設定とならないようにしながら、安定的な料金収入を確保する

基本料金割合の変更

平成28年度
（2016）

従量料金

基本料金

平成9年度
（2010）

令和2年度
（2020）

34%32%19%

66%68%81%

30



原価割れの

改善

令和２年度
料金改定時の資料
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に基づいた料金設定総括原価



料金算定期間中の水道事業運営に

必要な費用の総額

営業費用 ＋ 資本費用 － 控除項目

給水収益で回収すべき

費用の総額

33

総括原価



　　　 原価区分
 費用区分

減価償却費等 5,813 - 5,813

受 水 費 5,665 3,776 9,441

職 員 給 与 費 5,461 - 5,461

その他物件費 7,017 1,568 8,585

小         計 23,956 5,344 29,300

建 設 改 良 費 18,276 - 18,276

企業債償還金 2,989 - 2,989

企 業 債 利 息 1,156 - 1,156

小         計 22,421 - 22,421

46,377 5,344 51,721

20,681 - 20,681

25,696 5,344 31,040

資

本

費

用

総 括 原 価

受水費の４割は変動的原価に算入営
業
費
用

控　除　項　目
水道料金以外の収入等
(加入金、下水道使用料徴収手数料等)

建設改良費+企業債元金償還金＝資産維
持費

計

動力費、薬品費を変動的原価に算入

              
料金算定期間(平成28年度～平成32年度)における総括原価構成表

(単位：百万円、税抜)

備　     　考固定的原価 計変動的原価

総括原価(水道事業に必要な費用の総額)＝営業費用＋資本費用－控除項目

総括原価(A)
31,040 百万円

固定的原価(B)
25,696 百万円

変動的原価(C)

基本料金原価
9,905 百万円

従量料金原価
21,135 百万円

32％

68％

(A)(B) (C)

83％

17％

100％

5,344 百万円

平成28年度の料金改定
議案参考資料
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平成28年度の料金改定
議案参考資料

資産維持費



資産維持費
料金体系
算定の考え方

対象資産 × 3

建設改良費 ＋ 企業債償還金

対象資産の2.6％
R2予算数値で、

検証してみると

％を標準

公益社団法人 日本水道協会 発行

「水道料金算定要領」

36



総括原価の配賦
料金体系
算定の考え方

総括原価

需要家費

固定費

変動費

準備料金

水量料金 従量料金

基本料金

分解 配分 配賦

理論流量比に「需要実態を考慮した補正係数」を乗じて割合決定

各事業体の考え方を反映

37



総括原価の配賦
料金体系
算定の考え方

最終的には 料金表シミュレーション

大量使用者

影響額

生活者

影響額

大阪府内

料金順位

基本料金

割合増加

逓増度

緩和

38



財政目標との関連
料金体系
算定の考え方

運転資金残高

企業債残高 対 給水収益比率

目標 億円25

目標 ％
程度まで

350

39

経営戦略と

位置付け



財政目標との関連
料金体系
算定の考え方

運転資金残高

40



財政目標との関連
料金体系
算定の考え方

企業債残高 対 給水収益比率

41



特別措置
料金体系
算定の考え方

生活用水に対する配慮などから、

基本料金の軽減や

従量料金を逓増制又は逓減制とすることができる

各事業体の

考え方・状況

42



市民の理解を得る
ための取組

43

が重要

議会の議決が必要

給水条例改正
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今後の吹田市水道事業と
料金のあり方について

（答申）
【平成26年6月】

第９次

建設改良事業と
財源のあり方について

（意見書）
【平成27年9月】

第10次

水道事業経営の
重要事項に関する
調査審議について

（答申）
【平成30年5月】

第11次

吹田市
水道事業

経営審議会

常設の

審議会です

積極的な情報提供や丁寧な説明を行い、

市民の理解と信頼を得る必要がある。

水道事業の現状や課題について

知っていただくことが重要である。

多様な手法で広報活動をし、

市民に身近な問題として感じていただける

取組を進めること。

料金改定に当たっては、市民に対して、

丁寧で分かり易い説明に努めること。

水道料金の改定の際には、市民の理解を得ることが重要

であることから、その必要性について、市民への説明並びに

情報の提供に努めること。

市民の理解
を得るため
の取組
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どんな
スケジュール？
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市民の理解を
得るため
の取組

料金改定の必要性と

具体的な改正案の説明

市民説明会

水道事業への

出前説明会

水道
いどばた会議

理解を深めてもらう

身近に感じてもらう
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市民の理解を
得るため
の取組 出前説明会

平成27年9～10月に実施

計 回14

参加人数
のべ 246 名

水道事業への理解を深めてもらう 身近に感じてもらう
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市民の理解を
得るため
の取組 出前説明会
水道事業への理解を深めてもらう 身近に感じてもらう
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市民の理解を
得るため
の取組 出前説明会

工事の予定

老朽化が
進んでいる
地域はどこ

段階的に
値上げすべき

水需要が
減少しているのは、
水道水への不安に
よる面もある

これからの水道を
考えると
値上げは
理解できる

水道事業への理解を深めてもらう 身近に感じてもらう



50
市民の理解を
得るため
の取組 水道いどばた会議

平成30年4月～
平成31年3月に実施

計 回24
参加人数

のべ 488 名

～みずトーーク～

水道の未来について一緒に考えてもらう

水道事業への理解を深めてもらう 身近に感じてもらう



51
市民の理解を
得るため
の取組 水道いどばた会議 ～みずトーーク～

職員手作りの動画

水道事業への理解を深めてもらう 身近に感じてもらう



ざっくばらんな雰囲気
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54
市民の理解を
得るため
の取組

独立採算制で
事業運営して
いることを
もっと
アピールして
ほしい

吹田市は、人口が
増えているのに
水需要が減るのは
なぜ

災害で
断水した場合
どうしたらいいの

水道事業の民営化
について、
吹田市はどうなる
のか

水道 ～みずトーーク～

水道事業への理解を深めてもらう 身近に感じてもらう

いどばた会議



55
市民の理解を
得るため
の取組

料金改定の必要性と水道事業への

理解を深めてもらう

身近に感じてもらう

具体的な改正案の説明

市民説明会
出前説明会

水道
いどばた会議



56
市民の理解を
得るため
の取組 市民説明会

平成27年11月
に実施

計 回6

参加人数
のべ72名

令和元年11月
に実施

計 回7

参加人数
のべ72名

料金改定の必要性と具体的な改正案の説明
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市民の理解を
得るため
の取組 市民説明会

料金改定の必要性と具体的な改正案の説明



58
市民の理解を
得るため
の取組 市民説明会

料金改定の必要性と具体的な改正案の説明



市民説明会

59
市民の理解を
得るため
の取組

消費税増税と
同時期の値上げは
負担が大きい

改定後の料金
水準は 大阪府内で
どれくらい（順位）
になるのか

料金改定（値上げ）

を行うのは
吹田市だけなのか

一般会計からの
繰入を検討すべき

料金改定の必要性と具体的な改正案の説明



市民の理解を得る
ための取組

60

が重要

議会の議決が必要

給水条例改正



61
どんな
スケジュール？



6㎥/月 10㎥/月 20㎥/月 30㎥/月

3,940円/月2,140円/月940円/月780円/月現行料金

使用水量

イメージ

1,000㎥/月

302,900円/月

5,110円/月2,910円/月1,310円/月1,150円/月 346,900円/月

影響額 1,170円/月770円/月370円/月370円/月 44,000円/月

料金ケ
ー
ス
Ａ

4,740円/月2,640円/月1,240円/月1,080円/月 345,600円/月料金

影響額 800円/月500円/月300円/月300円/月 42,700円/月

ケ
ー
ス
Ｂ

500㎥/月

水道メーター口径 ２０㎜ ４０㎜ ７５㎜

140,200円/月

161,200円/月

21,000円/月

160,500円/月

20,300円/月

自己資金と

借金の比率

基本料金の

割合
逓増度

９：１

７：３

３５％

３５％

２.７

２.８

５：５ ３０％ ３.３

（１か月当たり、税抜）

ケ
ー
ス
Ａ

ケ
ー
ス
Ｂ

現

行

自己資金 借金

平均

改定率

ー

約３０％

約２０％

(建設改良工事費の財源)

4,550円/月2,550円/月1,150円/月990円/月 324,900円/月料金

影響額 610円/月410円/月210円/月210円/月 22,000円/月

改
定
案

150,800円/月

10,600円/月
６：４ ３４％ ２.９

改
定
案

１５.２％

4,310円/月2,410円/月1,110円/月950円/月 314,900円/月料金

影響額 370円/月270円/月170円/月170円/月 12,000円/月

ケ
ー
ス
Ｃ

145,600円/月

5,400円/月
５：５ ３４％ ２.９

ケ
ー
ス
Ｃ

約１０％

１ ２ ３ ４

シミュレーションと改定影響額のイメージ 参考資料令和元年（2019年）10月17日
水道部企画室

 借金をなるべく少なくしたシミュレーションです。
 将来世代の負担は軽減されますが、現世代の使用者の

負担が大きくなります。

(生活者の水道料金が府内ワースト２位)

 ケースＡとケースＣの中間のシミュレーションです。

 最も借金に依存するシミュレーションです。
 現世代の負担は軽減できますが、将来世代に過度な

負担を残すことになります。

（企業債残高対給水収益比率３６４％）
類似団体平均 約260％

 水道事業経営審議会の意見に基づいて設定した改定
案です。

 原価割れの改善、将来世代の負担、生活者への配慮
などを総合的に勘案しています。

ケースＣの場合は が必要

解 説

前回の料金改定での先送り工事

目標：基幹管路の耐震化率５１％ が

未達成に

その結果

① 山田丘配水管布設工事
② 万博･山田送水管布設工事
③ 樫の木･万博送水管布設工事
④ 千里山送水管布設工事
⑤ 南金田２丁目配水管布設工事

基幹管路の耐震化工事
口径：φ300㎜～φ700㎜
延長合計：４,４２０m
事業費合計：約１５億円(税込)

本来必要な工事を

原案17.7%から10.0%への
修正に伴う財源不足により

※令和2年度(2020年度)目標値

今後必要となる主な工事

経年管更新工事（年間８km）など

※すいすいビジョン2029 基本方針

災害に強く、安定して供給できる水道施設･体制の構築

浄配水施設整備事業

基幹管路整備事業

配水支管整備事業

片山浄水所場内整備工事（R３～R7）など

南千里分岐片山浄水所送水管布設工事（R３～R10）など

☞ 古くなった水道管を取替えます。年間5kmからペースアップします。

☞ 南千里から片山浄水所までの企業団水の供給ルートを耐震化します。

☞ 旧浄水処理施設の撤去や防災拠点の機能強化などを行います。

経年管更新工事

または

基幹管路整備事業

約 １５ km

約 ７ km

先送りが必要となる施設整備のボリューム（５年間）

※起債充当率４割として算出

施設整備費を縮減するために本来必要な工事を先送りせざるを得なく
なります。
左記の片山浄水所場内整備工事や南千里分岐片山浄水所送水管布設工

事は、老朽化した泉浄水所のいざというときのバックアップに資するも
のであり、これらを先送りするとした場合は、市域南部の安定給水確保
に著しく支障が生じます。

 借金への依存度と逓増度が高く、基本料金の割合が
低いことが課題です。

 このままの水準では令和2年度(2020年度)末の運転資
金残高が最低限必要な15億円を下回ります。

シミュレーションの条件 改定影響額と解説

10年間 総事業費 約337億円（税込）

(1年当たり 約3.1km)

(1年当たり 約1.4km)



63
議会において
多かった
質問・意見
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議会において
多かった
質問・意見



多かった意見や質問

65

経営努力
効率化は
どんなことを
してきたのか

府内事業体の
水道料金と
比較して何番目に
安くなるのか

激変緩和を
図ることは
可能か

平成28年度の
料金改定で改定率
を修正したことの
影響はあるのか

な ぜ
今の時期なのか



まとめると

66
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H28
段階的に 料金算定期間

０１ .0%

値
上
げ

３年間

19年ぶりの

料金値上げ

消費税率改正
が予定されていた

市民負担の軽減を

求める意見が多数

賛成多数で

可 決

26名

9名

賛成
※議長は含まず

反対

8％から
10％に
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R2
料金算定期間

５１ .２%

値
上
げ

５年間

H30年度に

発生した災害

水道法改正
水道管の老朽化を

水道事業に対する

関心や理解の高まり

（大阪北部地震 台風21号）

メディアが取り上げ

全会一致で

可 決

35名

0名

賛成
※議長は含まず

反対

共通



他の事業体との比較
➡ 料金水準

職員１人当たりの指標

水道施設の強靭化に対する

意識の向上
➡ 災害を実際に経験したこと

水道界を取り巻く社会情勢の変化

➡ 独立採算制
施設整備の重要性
料金改定への理解

水道事業に対する

市民理解度・関心度が向上

共通していた点

公営企業としての

経営努力に関すること
➡ 経費削減

効率化

変化した点
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料金改定実施後の状況は？
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億円

0
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H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

R2
料金改定

H28
料金改定

給水収益

57.8
H28

億円

60.1
H29

億円

67.8
R2

億円

68.0
R4

億円

給水収益の推移



小口径（φ13mm～φ25mm）

給水量の推移

中口径（φ30mm～φ50mm） 大口径（φ75mm～φ250mm）

R2-R5 給水量の推移 R2-R5実績値 R元比 増減率の推移

R2-R5 給水量の推移

R2-R5実績値 R元比

増減率の推移

R2-R5 給水量の推移

R2-R5実績値 R元比

増減率の推移

R2-R5 給水量の推移

R2-R5実績値 R元比

増減率の推移

3,348

3,056

3,587

3,145

3,567

3,270
3,511

3,035

3,586

3,138

3,569

3,008

3,474

3,064

3,602

3,088

3,677

3,220

3,653

3,156

3,621

3,146

3,783

2,994

3,529

3,144

3,605

3,103

3,678

3,172

3,536

3,081

3,613

3,168

3,688

2,961

3,487

3,107

3,539

3,122

3,601

3,163

3,580

3,065

3,557

3,151

3,632

2,918

3,436

2,999

3,504
3,104

3,600

3,181

0 0 0 0 0 0

-1.5%

-3.5%

-1.0% -0.5%
0.0%

0.6%

-1.5% -2.4%
-1.9%

-1.6%
-1.3% -1.0%

2.6%

-1.8%

-2.3%
-1.3%

0.9%

-2.7%

-10.0%

-8.0%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%
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8.0%

10.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度給水量：千㎥

令和２年度給水量：千㎥

令和３年度給水量：千㎥

令和４年度給水量：千㎥

令和５年度給水量：千㎥

対R４年度比 増減率：％

対R４年度比 累計 増減率：％

対R元年度比 増減率：％

-10.0%

-8.0%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

0

1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績値（R元）比 増減率：％

R3実績値（R元）比 増減率：％

R4実績値（R元）比 増減率：％

R5実績値（R元）比 増減率：％

2,892

2,593

3,079

2,607

3,012

2,663

2,980

2,571

3,098

2,692

3,105

2,574

3,010
2,622

3,061

2,656

3,081

2,648

0 0 0 0 0 0

-2.0%

-3.7%
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令和元年度給水量：千㎥ 令和２年度給水量：千㎥ 令和３年度給水量：千㎥

令和４年度給水量：千㎥ 令和５年度給水量：千㎥ 対R４年度比 増減率：％

対R元年度比 増減率：％
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1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度給水量：千㎥ 令和２年度給水量：千㎥ 令和３年度給水量：千㎥

令和４年度給水量：千㎥ 令和５年度給水量：千㎥ 対R４年度比 増減率：％

対R元年度 増減率：％
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340

0 0 0 0 0 0

3.0%
-2.6% 2.5%
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度給水量：千㎥ 令和２年度給水量：千㎥ 令和３年度給水量：千㎥

令和４年度給水量：千㎥ 令和５年度給水量：千㎥ 対R４年度比 増減率：％

対R元年度比 増減率：％
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R2実績値（R元）比 増減率：％ R3実績値（R元）比 増減率：％

R4実績値（R元）比 増減率：％ R5実績値（R元）比 増減率：％
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R2実績値（R元）比 増減率：％ R3実績値（R元）比 増減率：％

R4実績値（R元）比 増減率：％ R5実績値（R元）比 増減率：％
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2実績値（R元）比 増減率：％ R3実績値（R元）比 増減率：％

R4実績値（R元）比 増減率：％ R5実績値（R元）比 増減率：％



小口径（φ13mm～φ25mm）

給水収益の推移

中口径（φ30mm～φ50mm） 大口径（φ75mm～φ250mm）

R2-R5 給水収益の推移 R2-R5実績値 R元比 増減率の推移

R2-R5 給水収益の推移

R2-R5実績値 R元比

増減率の推移

R2-R5 給水収益の推移

R2-R5実績値 R元比

増減率の推移

R2-R5 給水収益の推移

R2-R5実績値 R元比

増減率の推移

529,265

498,006

576,384

525,176

580,282

556,984

570,156

495,433

582,496

517,176

575,253

494,577

565,142

540,414

652,097

577,524

687,487

617,596

688,346

598,365

669,302

591,146

708,136

559,686

650,289

589,396

661,932

583,917

688,393

605,301
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財政目標との関連
料金体系
算定の考え方

運転資金残高
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凡 例 … 実績値 … 計画値



財政目標との関連
料金体系
算定の考え方

企業債残高 対 給水収益比率
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凡 例 … 実績値 … 計画値
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料金改定に備えて
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市民理解を得る

取組が重要

考え方を残す

データの整理
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市民理解を得る

取組が重要

料金改定時

だけではなく、

普段からの実施
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考え方を残す

データの整理

ノウハウの継承

属人化を防ぐ



企画室 経営グループ
Tel  : 06-6384-1253
Mail: w-keiri@city.suita.osaka.jp

吹田市水道部
SUITA Public Water Utility


